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ディスチャージ(ＨＩＤ)ヘッドランプにおいて、製造管理が不適切なため、ヘッドランプソケット

内のパッキンに揮発性のシリコン化合物が残留しているものがある。そのため、当該残留物がランプ

の点灯熱で揮発し、ＨＩＤバルブとソケットの接点に付着して、接点で発生するアーク放電熱によっ

て絶縁体の酸化シリコンが生成され、導通不良となり、ヘッドランプが点灯できなくなるおそれがあ

る。 

改善の内容 
全車両、ヘッドランプソケットを良品に交換するとともに、ＨＩＤバルブを新品に交換する。 

識別：ID プレートに紫色のシールを貼付する。 

注：    は交換部品を示す。 
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